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　　ご あ い さ つ
　　

理事長　婦 木 　 治　

　みなさんお元気ですか。平成から令和に元号が変わってしばらくしますが、皆さんの周りに何

かお変わりはございませんか。もうはや9月となりました。8月には台風が集団でやってきまし

たが、毎年のことながら局地的に大きな被害が出ていることに、心を痛めています。又、毎日

のように高温、多湿の気候で熱中症の方もたくさん出ており、年々患者さんが多く出ているよう

で対策として、何とかならないものなのでしょうか。来夏はいよいよ2020 年東京オリンピック

です。東京を中心に機運は盛り上がっているようには感じますがこの暑さは本当に厳しいものが

あります。国際的なイベントですので、大成功に開催されるといいですね。

　さて、社会福祉法人の経営の報告に移りますと、6月に理事会及び定時評議員会を開催い

たしました。社会福祉法改正後3年、各社会福祉法人では、ようやく改正後の体制を周知して

きたように感じます。各社会福祉法人の決算関係を見ましても、大きな間違いを起こしているも

のはないように思いましたが、施設の新規建て替えや新規事業の開発などで苦労されている法

人があったり、職員確保が予定通り行かなくて調整に苦慮されている法人はありました。ただ、

感じたのは各法人が将来構想とか中長期の事業計画が明確に示されていないことが多かった。

将来、この人口減少社会の中でやっていけるのかということが懸念されました。

　みつみ福祉会では、多職種多種別の大規模法人でありますので、一概にまとめて言うことは

出来ませんが、国の単価設定には大きく左右されるものではないですが、職員の確保不足やご

利用者の稼動率不足による収入減などが影響しています。また、やはり高齢者関係では、単価

が法人側の予測よりも上昇しなかったのも一因です。

全体では、例年並みの決算が打てたのではないかと思います。今後、予測を下回る景気の動向

と消費税アップの影響や社会保障費の高騰などが影響すれば、どのような変化が起こるかは予

測できません。

　今後ともにみつみ福祉会は、地域の皆さんとともにと施設ご利用者の皆さんとも併せて、法

人で働いてくれている職員の皆さんにも本当に頼りになる存在として事業を推進していきますの

で宜しくお願いします。
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令和元年度　みつみ福祉会事業方針

　消費税アップ、国政選挙や統一地方選挙が予定される中、新たな時代が幕を開けます。しかし、社会保障財源
や働く人の確保が非常に厳しい現状にあり、決して明るいスタートとは言えません。さらに、団塊世代が75歳に達し、
増々超高齢化社会でいかに高齢者を社会で支えるか、地域包括ケアをどのように進めていくか、また生活困窮者
問題をどのように解決していくか、課題が山積しています。
　社会福祉法人制度改革では、ガバナンスが強化され理事や評議員の役割が大きく変化しました。又、社会福祉
法人そのものの事業運営の透明性をより明確にし、社会にその存在意義と使命を明らかにしていかねばなりません。
みつみ福祉会は大規模で多機能な法人として16 拠点の事業運営を実施し、各地域、各種別にそれぞれの課題を
山積させています。これらを丁寧に精査し、今後の判断をしていかなくてはなりませんが、その判断には規模を縮
小するといった英断も必要です。
　長期的な展望として各事業所の老朽化していく建物や設備について検討することも必要になっています。現在、
みつみ学苑や三愛荘のメンテナンス工事は着手しておりますが、今後は建て替えのことも含めて検討が必要になっ
ています。

以上のことから、令和元年度のみつみ福祉会の事業方針を項目別にしました。

（１）社会福祉を取り巻く情勢について
　地域社会を取り巻く諸課題は、格差社会、貧困問題、家庭引きこもり、虐待などが広がっており社会福祉
に関係する総合的な関係者団体組織が、相互に相談支援の体制を整えつつ課題解決に向けて自立支援・就
労支援などをさらに進めていかなければなりません。（自前の事業だけで満足しない）

（２）国の施策としては、｢一億総活躍プラン｣ に基づき ｢地域共生社会｣ の実現に向けた各種施策の取り組みが
実施されています。平成 30 年度より施行の社会福祉法では、市町による包括的な支援体制作り等が新たに
規定され各自体において所要の措置が実施されることとされました。（地域課題に役立てる事業の課題）

（３）令和元年10月に予定されている消費税率アップの問題にしても ｢全世代型社会保障｣ への転換が強く打ち
出されているところです。又、平成 30 年度より制度の見直しとして行われた ｢生活困窮者自立支援法｣ や介
護保険上の ｢新しい総合事業｣ では、地域の多様な資源を活かして支援を必要とする人が地域生活を継続す
るための仕組みづくりがより一層求められています。

（４）保育所の待機児童対策や子どもの貧困対策、虐待防止を含めた子育て支援対策、社会的養護などの充実な
ども喫緊の課題となっています。

（５）以上のような社会福祉事業の推進となる中核の社会福祉法人は、社会福祉法人制度改革により、経営管理
体制の強化や事業運営の透明性の向上とともに、｢地域における公益的な取り組み｣ の推進が求められていま
す。県内では、市区町域で ｢社会福祉法人連絡協議会｣ の設置推進を進めています。各社会福祉法人の施
設の窓口に相談の部署を設置しています。

（６）福祉人材の確保は、福祉関係者全般の問題として深刻度を増しています。将来にわたり福祉サ－ビスを安定
的に確保するためには確保する職員資質向上と処遇改善の他、多様な人材の参入を促進する必要があります。

（７）災害対策においは、災害が常時発生しているわが国において、いつどこで発生しても不思議はないので、防
災マニュアルの徹底や福祉避難所の利用の仕方などを徹底する必要があります。

（８）社会福祉法人が今回の制度改革で本当に地域社会に認知される存在になろうとする大きなチャンスでもある
ので、英知を集結していろんな角度から実践を進めていかなければならない。

（９）個々の事業を評価する時、今後伸びる事業や慎重に検討し、見直ししていかなくてはならないものも出てくる
と思います。

（10）すべての事業所において、単年度の考えは難しく、今後 3 年、5 年、10 年とそれぞれの年限で考えていか
ねばならない。
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新人
紹介

よろしくお願いします

　はじめまして。私、春日育成苑に
配属になりました前畑美里と申しま
す。
　今回春日育成苑での配属になり
新たに気持ちを入れ替え頑張って行
こうと決心しました。これから、育
成苑職員として一生懸命頑張ります
ので宜しくお願い致します。

　特別養護老人ホーム三愛荘で働き始めて
５ヶ月が経ちました。高校生の時に福祉につ
いて勉強していましたが、実際に介護の現場
で働くのは初めてだったので不安ばかりでし
た。ですが、優しい先輩の方々に様々なアド
バイス・指導を頂き不安がなくなりました。
季節に応じた行事をご利用者の方々と楽し
みながら、自分も介護の技術・知識を深め
ながら日々頑張っていきたいと思います。

　初めはわからない事が多く
大変でしたが、子ども達から学
ぶことがたくさんあり、毎日楽
しく充実しています。先生方も
丁寧に指導してくださるので、
とても働きやすいです。

　この４月からわかば保育園でお
仕事をさせていただいています。
　とても良い環境の中で保育が
出来ることを感謝の気持ちで
いっぱいで仕事をさせてもらっ
ています。先生方の築いてこら
れた所を見習い、よい保育を
実践していけるよう頑張ってい
きたいと思います。
　未来ある子どもたちのために、
一層努力をしていきたいです。

　４月から春日育成苑で新任職員とし
て働いている清水桃果です。分からな
いことばかりで迷惑をかけるかもしれ
ないですが、精一杯頑張りますのでよ
ろしくお願いいたします。

　今年の 4月に入職し、施設
経験はゼロで不安ばかりでし
たが、周囲の先輩方に教えても
らい、一つひとつ学んでいます。
気付けば５ヶ月が経過し振り返
れば毎日笑っていました。ご利
用者に笑顔をもらい毎日過ごし
ています。これからも楽しく過
ごして頂けるように頑張ってい
きます。

　就職して５ヶ月が経ちました。初め
は覚えることが沢山あり、大変だと感
じる事もありましたが、先生方や子ど
もたちとの毎日の関わりの中でだんだ
んと保育教諭として働くことの楽しさ
を実感することが出来ています。

　保育士として働き始めて５ヶ月。初め
てのことばかりで戸惑うこともあります
が、優しく声をかけてくださる先輩方
や子どもたちの笑顔に支えられながら、
毎日充実した生活を送ることができて
います。私が理想としている保育士像
は、子どもたちの気持ちに寄り添い、
子どもと一緒になって楽しめる人です。
　子ども一人ひとりの目線に立って考え、
一緒に喜び悲しみ笑い合える保育士を目
指してこれから頑張っていきたいです。

前 畑 美 里

杉 尾 柚 綺

足 立 比 奈

石 井 和加子

清 水 桃 果

久 岡 直 美

飯 田 風 花

江 村 輝 美

春日育成苑

　みつみ学苑へ配属され早５ヶ月が過ぎ充実した日々を
過ごしています。
　職場の雰囲気は明るく、分からないことを質問すると、
私が納得するまで教えて頂き、非常に働きやすい環境で
す。みつみ学苑で人としても成長していきたいです。
　休日は娘と公園へ行ったり、本を読んでリフレッシュ
しています。最近読んで面白かった本は「サピエンス全
史」です。釣りを始めたいな･･･と考えています。前 田 祐 也

みつみ学苑

三愛荘特別養護老人ホーム

認定こども園みつみ

わかば保育園
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みつみ学苑

春日育成苑

　7月 6日、丹波市山南町の小川地域づくりセンター
で小川自治振興会が主催の音楽イベント「七夕ナイトコ
ンサート」に参加致しました。イベントでは「銀河鉄道
999」や「情熱大陸」での演奏や鑑賞を楽しみました。6
年目を迎えた音楽イベントにおいて初の夜開催でしたが、
50 名を超える地域の方々とみつみ学苑のご利用者も参
加されとても大盛況でした。
　今後とも地域の行事に参加して交流を深めていきます。

　春日育成苑ではご利用者の皆さんが楽しく過ごしていただける
ように年間を通して様々な計画を立て実施しています。
　５月２１日には「第十回春の里フェスティバル」を開催しました。
当日は天候にも恵まれ、700 名近くの来苑者が見られました。沢
山の露天や催し物を実施し、盛大なお祭りとなっております。また、
年間を通して、少人数での日帰り旅行・食事会も計画して、今年に
入りグリコピア神戸や京都水族館、出張回転寿司など、ご利用者
ニーズを確認し出来るだけ希望にそった形で実施しました。様々な
イベントを通してご利用者の皆さまが楽しみを感じ、安心して生活
していただけるよう努めています。

各施設のトピックス
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春日学園
　春日学園では子どもたちが学校に行っている時間
に月２回程度、地域の未就学のお子様とそのご家族
を対象とした活動を実施しております。季節の製作や、
遊びを通してご家族のふれあいの時間を楽しんだり、
子育ての悩み相談をお受けしております。

グループホームみつみ

デイサービスセンターおがわの里

　グループホームみつみをご利用の方は、就労、福祉的就労、生活介護事業所、
デイサービスへと日中の活動場所へそれぞれに行かれ、休日については個々人の要
望を聞きながら、買い物や外出、スポーツ大会への参加やホーム毎に日帰り旅行
を計画して余暇活動の充実に努めています。

　デイサービスセンターおがわの里では、7/15（月）
にＢＢＱを行いました。
当日は、昼食の時間に合わせて炭で火を起こしました。
ご利用者の方にも目で見て楽しんで頂けるように、テ
ラスに食席を準備しご利用者の目の前で、お肉や野菜
を焼きました。いつもであれば、食事を黙々と食され
ている方も会話が弾み皆様の笑顔がみられ、楽しい
一時を過ごして頂けたと感じております。

各施設のトピックス
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ききょうの杜

京都サポートセンター

「小グループで日帰り旅行」
　ききょうの杜では、6グループに分かれて、日帰り旅
行を計画し楽しんでいただきましたそれぞれのグループ
において、見聞を広め、ご馳走に舌鼓を打つなど普段
の生活とは違う貴重な時間を過ごしていただきました。

　今年で 7回目を迎えるグランドゴルフ大会を行いました。
地域の方とご利用者並びに職員も競技に参加し、総勢 32
名の方がグランドゴルフを楽しまれました。各チームとも一
打打つ度に掛け声や談笑される姿が見られました。大会の最
後には当日のスコア発表・表彰式が行われ参加された皆さん
で当日の成績を称え合いました。

認定こども園みつみ
　７月２６日に「みつみなつまつり」をしました。
５歳児がおみせやさんのひとになって、「おばけやしき」「お
めんやさん」「くじびき」「すとらっくあうと」「しゃてき」「あ
ひるすくい」「わなげ」のお店に小さなお客さんたちを迎
えて遊びました。いろいろなお店を回って楽しそうなお
客さんと同じくらい、楽しそうな５歳さんが輝いていた
瞬間でした。
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   148,473,775 

[  1,440,770,920] [  1,414,403,547]

[  0] [  0] [  0]

   1,440,770,920    99,755,098 

[  26,367,373]

   1,661,484,100    1,486,642,952    174,841,148 

[  165,005,543] [  165,519,280] [△ 513,737]

[  44,047,461] [  119,647,248] [△ 75,599,787]

[  12,972,570] [  18,649,580] [△ 5,677,010]

[  16,807,135] [△ 463,405]

   18,011,367    18,884,479  △ 873,112 

[  0] [  81,999] [△ 81,999]

   8,184,045    3,619,164    4,564,881 

   219,730,688    72,220,517    147,510,171 

   23,820,581    30,968,001  △ 7,147,420 

[  7,476,851] [  14,160,866] [△ 6,684,015]

[  16,343,730]

[  2,195,054,366] [  2,281,180,784] [△ 86,126,418]

[  25,795,611] [  27,798,929] [△ 2,003,318]

[  6,041,241] [  6,632,308] [△ 591,067]

[△ 156,809,191] [△ 160,093,449] [  3,284,258]

   3,226,446,292    3,361,856,856  △ 135,410,564 

[  355,480,832] [  357,422,416] [△ 1,941,584]

[  801,496]

[  6,522,375]

[  0] [  801,496]

[  327,267,289] [  384,126,951] [△ 56,859,662]

[  11,846]

   32,004,626    34,587,165  △ 2,582,539 

[  442,830,895] [  439,335,151] [  3,495,744]

[  59,952,279] [  58,684,970] [  1,267,309]

   211,546,643    68,601,353    142,945,290 

[  1,868,326] [  1,200,033] [  668,293]

[  167,774] [  155,928]

介護保険事業収益

老人福祉事業収益 [  326,667,962] [  317,698,135] [  8,969,827]

国庫補助金等特別積立金取崩額

児童福祉事業収益 [  40,346,834] [  44,228,426] [△ 3,881,592]

保育事業収益 [  344,218,910] [  334,642,423] [  9,576,487]

障害福祉サービス等事業収益 [  1,791,075,828] [  1,813,634,820] [△ 22,558,992]

[  823,736,896] [  822,022,125] [  1,714,771]

就労支援事業収益 [  65,765,646] [  59,243,271]

サービス活動収益計(1)    3,437,992,935    3,430,458,209    7,534,726 

経常経費寄附金収益 [  8,771,200]

（単位：円）

当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B)勘定科目

その他の収益 [  568,150] [  306,500] [  261,650]

運営事業収益 [  36,194,509] [  30,440,621] [  5,753,888]

[  647,000] [  1,120,740] [△ 473,740]

[  7,121,148] [  1,650,052]

人件費

福祉有償運送事業収益

法人単位事業活動計算書
（自）平成30年 4月 1日（至）平成31年 3月31日

繰

越

活

動

増

減

差

額

の

部

当期活動増減差額(11)=(7)+(10)

前期繰越活動増減差額(12)

当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12)

基本金取崩額(14)

その他の積立金取崩額(15)

その他の積立金積立額(16)

次期繰越活動増減差額(17)=(13)+(14)+(15)-(16)

収
益

サ
ー

ビ
ス
活
動
増
減
の
部

費
用

サ
ー

ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

    経常増減差額(7)=(3)+(6)

特
別
増
減
の
部

費
用

収
益

　サービス活動増減差額(3)=(1)-(2)

収
益

費
用

事務費

特別収益計(8)

特別費用計(9)

　特別増減差額(10)=(8)-(9)

   17,028,875    18,865,591  △ 1,836,716 

[  5,038,797] [  152,900] [  4,885,897]

   220,713,180    72,239,405 

固定資産売却損・処分損 [  4,056,305] [  216,011] [  3,840,294]

   982,492    18,888    963,604 

国庫補助金等特別積立金積立額 [  12,972,570] [  18,649,580] [△ 5,677,010]

   1,540,526,018 

事業費

支払利息

その他のサービス活動外費用

　サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5)

施設整備等補助金収益

固定資産売却益

サービス活動外費用計(5)

固定資産受贈額

サービス活動外収益計(4)

利用者負担軽減額

減価償却費

就労支援事業費用

徴収不能引当金繰入

サービス活動費用計(2)

その他のサービス活動外収益

借入金利息補助金収益

受取利息配当金収益

（自）平成 30 年 4月1日　（至）平成 31年 3月31日
事 業活動計算書

（単位：円）
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（自）平成 30 年 4月1日　（至）平成 31年 3月31日
資 金 収 支 決 算 書

（単位：円）

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

固定資産売却収入

（単位：円）

予算(A) 決算(B) 差異(A)-(B) 備考勘定科目

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

　予備費支出(10)

収
入

　事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2)

収
入

支
出

　施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)

収
入

支
出

　その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)

就労支援事業収入

障害福祉サービス等事業収入

老人福祉事業収入

児童福祉事業収入

保育事業収入

支
出

その他の収入

福祉有償運送事業収入

ファイナンス・リース債務の返済支出

人件費支出

固定資産除却・廃棄支出

施設整備等収入計(4)

[  2,202,954,000] [  2,194,725,170] [  8,228,830]

経常経費寄附金収入

[  24,125,000]

[  327,267,289]

   3,454,392,000    3,461,152,344 

事務費支出

[  443,350,895] [  17,089,105]

[  6,041,241] [  1,759]

[  8,217,000] [  8,771,200] [△ 554,200]

[  628,000] [  647,000] [△ 19,000]

施設整備等補助金収入

就労支援事業支出

その他の支出

利用者負担軽減額

[  61,465,000] [  59,702,346] [  1,762,654]

   340,010,000 

[  13,628,000] [  12,972,570] [  655,430]

設備資金借入金元金償還支出

固定資産取得支出

[  124,205,000] [  124,202,000] [  3,000]

[  67,793,000] [  66,432,451] [  1,360,549]

   13,628,000    13,125,470    502,530 

[  0] [  152,900] [△ 152,900]

[  5,342,000] [  4,056,289] [  1,285,711]

[  37,986,000] [  36,032,912] [  1,953,088]

[  58,711,000] [  70,721,847] [△ 12,010,847]

   235,326,000 施設整備等支出計(5)    230,723,652    4,602,348 

 △ 221,698,000  △ 217,598,182  △ 4,099,818 

　前期末支払資金残高(12)

　当期末支払資金残高(11)+(12)

[  172,226,000] [  187,265,841] [△ 15,039,841]

[△ 4,455]その他の活動による収入

   58,711,000    70,726,302  △ 12,015,302 

[  0] [  4,455]

 △ 6,729,000    68,966,889 　当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10)

積立資産支出

長期運営資金借入金元金償還支出 [  9,465,000] [  9,464,000] [  1,000]

[  2,061,000]  ---------------- [  2,061,000]

その他の活動支出計(8)

   871,451,719    947,147,608  △ 75,695,889 

[  878,180,719] [  878,180,719] [  0]

 △ 75,695,889 

 △ 122,980,000  △ 126,003,539    3,023,539 

   181,691,000    196,729,841  △ 15,038,841 

[  39,755,000] [  40,346,834] [△ 591,834]

法人単位資金収支計算書
（自）平成30年 4月 1日（至）平成31年 3月31日

積立資産取崩収入

その他の活動収入計(7)

支払利息支出

事業費支出

介護保険事業収入

運営事業収入

受取利息配当金収入

借入金利息補助金収入

事業活動支出計(2)

事業活動収入計(1)

[△ 141,774]

[  6,043,000]

[  1,790,495,000] [  1,791,075,828] [△ 580,828]

[  339,427,000] [  344,218,910]

 △ 6,760,344 

[△ 53,509]

[  62,861,000] [  65,765,646] [△ 2,904,646]

[△ 4,791,910]

[  17,518,544] [  6,606,456]

[  36,141,000]

[  26,000] [  167,774]

[  323,403,000] [  326,667,962] [△ 3,264,962]

[  823,271,000] [  823,736,896] [△ 465,896]

   412,568,610  △ 72,558,610 

   3,114,382,000    3,048,583,734    65,798,266 

[  5,078,000] [  5,325,978] [△ 247,978]

[  1,855,000] [  1,868,326] [△ 13,326]

[  16,304,000] [  16,343,730] [△ 39,730]

[  366,286,000] [  39,018,711]

[  460,440,000]

[  36,194,509]
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あとがき
　6 月から広報誌を担当し、今回初めての発行となりました。発行に
際したくさんの方にご協力いただきフォーミートゥーミー第 38 号を無
事に発行することができましたことに感謝申し上げます。
　さて、来年に東京オリンピックが開催されます。この日を楽しみに
している方もたくさんおられるでしょう。娘もバレーボールに取り組ん
でいるので興味があるようです。各国の選手によるスーパープレーを
まぢかで見て刺激を受け、スポーツに打ち込んでもらえればと思いま
す。将来、スポーツ選手に…なんてことは言いませんが、これからも
娘のプレーを見守っていきたいと思う父親です。
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